
オープンカウンター公告 
令和 6 年 12 月 3 日 

     明 石 市 長   丸 谷 聡 子 
（公印省略 財務室契約担当） 

 
物 品 名  形 質 数 量 備 考 

令和 7 年度固定資産税・都市計画税につい

て（お知らせ） 
仕様書のとおり   

  仕様書のとおり  

 

１ 案件番号 1203－402 

２ 見積書提出期限 令和 6 年 12 月 17 日 午後 2 時 00 分  まで 

※一度提出された見積書は、書き換え、引き換え又は撤回等することはできませんのでご注意くださ

い。 

３ 見積書提出場所 明石市財務室契約担当 

４ 納 入 場 所 明石市資産税課（西庁舎 2 階） 

５ 納 入 期 限 令和 7 年 3 月 14 日  

６ 
参加要件 
（①②のいずれも

満たす者） 

①市内業者、準市内業者 
②明石市競争入札等参加資格者名簿（物品・サービス部門）の物

品の製造売買の部に契約の種類が 印刷写真 で登録されてお

り、かつ、業種区分が 一般印刷 で登録されていること。 
７ 契約保証金 免除 

８ 消費税の取扱 

落札金額に当たっては、見積書に記載された金額に当該金額の

10％に相当する金額を加算した金額をもって落札金額とします。

見積者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるか

を問わず、見積った契約希望金額の 110 分の 100 に相当する金額

を見積書に記載してください。 

９ 同等品の取扱 

仕様書で同等品による見積りを可能としている場合に、見積書提

出前の指定日時までに担当課で同等品の承認を得ていない見積

者の見積りは無効となります。また、見積ったメーカー・型番を

見積書の備考欄に必ず記載してください。 

10 質問期限 

仕様書に対する質問がある場合は明石市財務室契約担当宛に 
令和 6 年 12 月 9 日（月）午後 1 時までにメールまたは FAX で

指定様式にて提出してください。（期限を過ぎての質問は受付で

きませんのでご注意ください）。 

11 質問に対する回答 
令和 6 年 12 月 11 日（水）午後１時（予定）に明石市ホームペー

ジ入札コーナーに掲載します。回答を確認のうえ見積書を提出し

てください。 

12 その他 明石市オープンカウンター方式実施試行要領、明石市契約規則ほ

か関係法規を確認のうえ見積書を提出してください。 

  



印    刷    仕    様    書 

品           名 発注課 

 

資産税課 

 

担当者 

連絡先 

渡邊・原田 

078-918-5015 令和 7年度固定資産税・都市計画税について 

（お知らせ） 数 量 114,000枚 

納品場所 明石市資産税課（西庁舎２階） 納 期 令和 7年 3月 14日(金) 

印
刷
方
法 

■コンピューター組版  □ダイレクト  □その他（              ） 

■見本のとおり（※「令和６年度固定資産税・都市計画税について」参照。） 

□オフセット  □その他（                          ） 

規 

格 

□Ａ  版  □Ｂ  版      ■その他  305㎜×  385㎜ 

□タブロイド版    項    ツ折り 

封筒 □長  号  □角  号  □その他     ㎜×     ㎜ 

表 
 

紙 

□あり  ■なし 

□再生紙      ㎏      ％ 

再生紙使用マーク □あり  □なし 

□その他       紙       色       ㎏       口 

本 
 

 

文 

■再生紙   31  ㎏      ％ 

再生紙使用マーク □あり  ■なし  

□その他       紙       色       ㎏       口 

ページ数      ページ  内     ツ折り    枚 

あ
い
紙 

□あり   枚   ■なし 

紙 質        紙       色       ㎏       口 

カ
ー
ボ
ン 

□カーボン紙  □ノンカーボン紙 

     発色  １セット   枚 

減 感 □あり   カ所  □なし 

１枚目      色      ㎏ 

２枚目      色      ㎏ 

３枚目      色      ㎏ 

４枚目      色      ㎏ 

刷
色 

□１ 色 □黒  □赤  □青  □その他    色  □見本のとおり 

■カラー （②・３・４）色、濃灰 色（見本「固定資産税のお知らせ」で使用色）、赤  色 

刷 

方 
表  紙   □片面刷り  □両面刷り 

本  文   □片面刷り  ■両面刷り 

あ い 紙   □片面刷り  □両面刷り  □刷方なし 

カーボン   □片面刷り  □両面刷り 

製 

本 

■バラ      □天のり     □並製本    □上製本 

□くるみ表紙   □クロス巻き   □針金（中・平）とじ 

□ミ シ ン 縦  本、横  本  □穴あけ    カ所   

■見本「令和６年度固定資産税・都市計画税について（お知らせ）」のとおり。（折あり。縦２折×横

３折。「令和７年度固定資産税・都市計画税について」が表となるようにしてください。） 

校
正 

落札後の事前打合せ ■必要        □不要 

校 正       ■必要  ２  回  □不要 

色校正       ■必要  ２  回  □不要 

指 

示 

事 

項 

写  真  □あり    枚提示 カラー   枚モノクロ   枚 

イラスト  □あり    枚提示 カラー   枚モノクロ   枚 

原  稿   ■原稿渡し   ■手書き （ダイレクト・コンピュータ組版） 

□ワープロ（ダイレクト・コンピュータ組版） 

       □データ渡し（ワード・エクセル・その他(     )） 

その他                            

・ 内容は未定稿。（落札後、令和７年１月下旬～２月上旬に初稿案を渡します。） 

・ 六つ折で折り目をきつめにお願いします。（見本「固定資産税のお知らせ」参照） 

・ 次の作業工程の関係から、印刷物は反り返りのないように納品してください。 

・ 市ＨＰに掲載するため、ＰＤＦデータの納品もお願いします。 

・  

※使用する紙については、古紙パルプ、または環境に配

慮したバージンパルプ（森林認証材等を使用しているも

の等）を原料に含む製品を優先的に選定していただける

ようお願いします。（ただし指定はしません。見本と類似

の仕上りができるものであれば、上質紙等、古紙パルプ

等を含まないものも可とします。） 



）

　備　考　

上記の物品については、明石市契約規則その他関係法令等
書類等熟知のうえ、上記の金額をもって見積します。

令　和　　　　　年　　　　　月　　　　　日

住　所

商号又は名称
　見積者

代表者職氏名 印

※注意　　①見積書は訂正しないこと。
　　　　　　 ②見積書に掲載する金額は、見積もった契約金額の　100/110に相当する金額を見積書に記載する
                こと。

明石市長  様

業者ｺｰﾄﾞ（　　　　　　　　　　　　　　　　）

品　　　　名 形　　質 数　　量 単　　　価 金　　　額

令和7年度固定資産税・都市計
画税について（お知らせ）

仕様書のとおり 114,000枚

案件番号　（ 1203-402

見　　積　　書

品　　名 令和７年度固定資産税・都市計画税について（お知らせ）

金　　額



『
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答
』を
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。※

令
和
6
年
度
　
 固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

1　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
と
は

明
石
市

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
（「
賦
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
。）
に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し

て
固
定
資
産
と
い
い
ま
す
。）
を
所
有
し
て
い
る
人
が
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を
基
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の

所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
を
整
備
す
る
都
市
計
画
事
業
又
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費
用
に

使
わ
れ
る
目
的
税
で
、
市
街
化
区
域
内
の
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
人
が
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

2　
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
（
納
税
義
務
者
）

　
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
は
、
原
則
と
し
て
下
表
の
固
定
資
産
の
所
有
者
で
す
。

3　
税
額
算
定
の
流
れ

（
1）
　
固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ
の
価
格
等
を
決
定
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
市
長
が
そ
の
価
格
（
＝
固
定

資
産
税
評
価
額
）
を
決
定
し
、
こ
の
価
格
を
基
に
課
税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
価
格
や
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

（
2）
　
課
税
標
準
額
　
×
　
税
率
　
＝
　
税
額
　
と
な
り
ま
す
。

※
所
有
者
と
し
て
登
記
（
登
録
）
さ
れ
て
い
る
人
が
賦
課
期
日
前
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
等
に
は
、
賦
課
期
日
現
在
で
、
そ
の
土
地
又
は
家
屋

を
現
に
所
有
し
て
い
る
人
（
相
続
人
等
）
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

土
地

固
定
資
産
の

価
格

（
＝
評
価
額
）

償
却
資
産
の

申
告
制
度

固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
価
格（
評
価
額
）は
3年
に
1度
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

土
地

登
記
簿
又
は
土
地
補
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
又
は
登
録
さ
れ
て
い
る
人

家
屋

登
記
簿
又
は
家
屋
補
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
又
は
登
録
さ
れ
て
い
る
人

償
却
資
産

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　
売
買
実
例
価
額
を
基
に
算
定
し
た
正
常
売
買
価
格
を
基
礎
と
し
て
、
地
目
別
に
定
め
ら
れ
た

方
法
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

家
屋

　
再
建
築
価
格
に
経
年
減
点
補
正
率
等
を
乗
じ
た
額
が
価
格
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
算
出
さ
れ
た
価
格
が
前
年
度
の
価
格
を
超
え
る
場
合
は
、
前
年
度
の
価
格
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。

※
再
建
築
価
格
と
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同
一
の
も
の
を
評
価
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
に

新
築
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
経
年
減
点
補
正
率
と
は
、
家
屋
の
建
築
後
の
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

　
償
却
資
産
の
所
有
者
に
は
、毎
年
1月
1日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を
1月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た

だ
き
、こ
れ
に
基
づ
き
、毎
年
評
価
し
、そ
の
価
格
を
決
定
し
ま
す
。

課
税
標
準
額

免
税
点

　
原
則
と
し
て
、固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、土
地
に
つ
い
て
、住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
や
、税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
、課
税
標
準
額
は
価
格
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す（
詳
細
は
　
4 
土
地
の
税
負
担
の
軽
減
措
置
　
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。）
。

　
明
石
市
内
に
同
一
人
が
所
有
す
る
全
て
の
土
地
の
課
税
標
準
の
合
計
額
、全
て
の
家
屋
の
課
税
標
準
の
合
計

額
、全
て
の
償
却
資
産
の
課
税
標
準
の
合
計
額
が
、そ
れ
ぞ
れ
次
の
金
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

税
率

固
定
資
産
税
の
税
率
…
1.
4％

都
市
計
画
税
の
税
率
…
0.
3％

　
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
基
準
年
度
（
3
年
ご
と
）
に
評
価
替
え
を
行
い
、
賦
課
期
日

（
1月
1日
）
現
在
の
価
格
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
ま
す
。

　
第
二
年
度
及
び
第
三
年
度
は
、
新
た
な
評
価
を
行
わ
な
い
で
、
基
準
年
度
の
価
格
を
そ
の
ま
ま
据
え
置
き

ま
す（
令
和
6年
度
は
基
準
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
）。

　
た
だ
し
、
第
二
年
度
又
は
第
三
年
度
に
お
い
て
、①
新
た
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
土
地
又

は
家
屋
、②
土
地
の
地
目
の
変
換
、
家
屋
の
増
改
築
な
ど
に
よ
っ
て
基
準
年
度
の
価
格
に
よ
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
は
、新
た
に
価
格
を
決
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
の
価
格
に
つ
い
て
、
第
二
年
度
及
び
第
三
年
度
に
お
い
て
地
価
の
下
落
が
あ
り
、
価
格
を
据

え
置
く
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
き
は
、価
格
の
修
正
を
行
い
ま
す
。

評 価 替 え に つ い て

土
地

30
万
円

家
屋

20
万
円

償
却
資
産

15
0万
円

4　
土
地
の
税
負
担
の
軽
減
措
置

（
1）
　
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置

　
住
宅
用
地
の
場
合
、
そ
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、面
積
の
広
さ
に
よ
り
、下
表
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
2）
　
宅
地
等
（
農
地
以
外
の
土
地
）
の
課
税
標
準
額
の
負
担
調
整
措
置

❶
原
則
、
商
業
地
等
の
場
合
は
『
価
格
の
70
％
（
下
表
A
）』
を
、
住
宅
用
地
の
場
合
は
『
価
格
×
住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
割
合
（
下
表
B
）』
を
課
税
標
準
額
と
し
ま
す
。

❷
❶
に
関
わ
ら
ず
、
前
年
度
課
税
標
準
額
が
上
の
❶
の
額
を
下
回
る
場
合
、
下
表
ア
の
負
担
水
準
の
割
合
に
応
じ
て
、

下
表
イ
の
課
税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
（
商
業
地
等
と
住
宅
用
地
で
算
定
方
法
が
異
な
り
ま
す
。）
。

（
３
）　
農
地
の
課
税
標
準
額
の
負
担
調
整
措
置

⓵
原
則
、
一
般
農
地
は
価
格
が
課
税
標
準
額
と
な
り
、
市
街
化
区
域
農
地
は
価
格
の
1/
3（
都
市
計
画
税
は
価
格
の
2/
3）

が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

⓶
⓵
に
関
わ
ら
ず
、
前
年
度
課
税
標
準
額
が
上
の
⓵
の
額
を
下
回
る
場
合
、
前
年
度
課
税
標
準
額
に
対
し
て
負
担
水
準

（
下
表
ウ
）
か
ら
求
め
ら
れ
る
負
担
調
整
率
（
下
表
エ
）
を
乗
じ
た
額
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

※
賦
課
期
日
（
1月
1日
）
に
お
い
て
、
新
た
に
住
宅
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
土
地

又
は
住
宅
を
建
設
中
の
土
地
は
住
宅
用
地
の
特
例
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、

住
宅
の
建
て
替
え
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
特
例
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
）
。

住
宅
用
地
の
区
分

商
業
地
等
の
場
合

住
宅
用
地
の
場
合

前
年
度
課
税
標
準
額

価
格

前
年
度
課
税
標
準
額

価
格

価
格（
=地
価
公
示
価
格
等
の
7割
の
水
準
）

価
格
の
70
％
に
引
き
下
げ

前
年
度
課
税
標
準
額

に
据
置
き

負
担
水
準

10
0％

A
70
％

課
税
標
準
額

の
上
限

＝
前
年
度
課
税
標
準
額

価
格
×
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
の
割
合

負
担
水
準

＝

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

一
般
…
10
0㎡

小
規
模
…
20
0㎡

小
規
模
住
宅
用
地

住
宅
1戸
あ
た
り
20
0㎡
以
下
の
部
分

価
格
の

1／
6の
額
と
す
る

価
格
の

1／
3の
額
と
す
る

一
般
住
宅
用
地

住
宅
1戸
あ
た
り
20
0㎡
を
超
え
る
部
分

価
格
の

1／
3の
額
と
す
る

価
格
の

2／
3の
額
と
す
る

※
床
面
積
の
10
倍
を
超
え
る
部
分
に
住
宅
用
地
の

特
例
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
用
地
の
特
例
の
適
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
の
課
税
明
細
書

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 土
地
が
30
0㎡
で
、

住
宅
の
戸
数
が
1戸
の
場
合

（
例
）

ア イ

「
前
年
度
課
税
標
準
額
+価
格

×
5%
」に
引
き
上
げ

価
格
×
20
%
に
引
き
上
げ

60
％

B
10
0％

課
税
標
準
額
の
上
限

=価
格
×
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
の
割
合

20
％

20
％

価
格
×
住
宅
用
地
の
特
例
措
置

の
割
合
に
引
き
下
げ

「
前
年
度
課
税
標
準
額
+価
格
×
住
宅
用
地
の

特
例
措
置
の
割
合
×
5%
」に
引
き
上
げ

価
格
×
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
の
割
合
×
20
%
に
引
き
上
げ

農
地
の
区
分

一
般
農
地

前
年
度
課
税
標
準
額

価
格
×
1/
3（
都
市
計
画
税
は
価
格
×
2/
3）

市
街
化
区
域

農
地

負
担
水
準
…
●ウ

負
担
水
準
…
●ウ

負
担
調
整
率
…
●エ

0.
9以
上
1.
0未
満
の
も
の

1.
02
5

0.
8以
上
0.
9未
満
の
も
の

1.
05

0.
7以
上
0.
8未
満
の
も
の

1.
07
5

0.
7未
満
の
も
の

1.
10

※
商
業
地
等
と
は
、「
住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
」
又
は
「
宅
地
に
比
準
し
て
評
価
を
行
っ
て
い
る
農
地
以
外
の
土
地
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
地
目
や
住
宅
用
地
の
認
定
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
課
税
標
準
額
を
再
計
算
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

明
石
市

資
産
税
課

〒
67
3-
86
86
　
明
石
市
中
崎
1丁
目
5番
1号
（
西
庁
舎
2階
）　
ＦＡ
Ｘ
 0
78
-9
18
-5
10
4

土
地
に
つ
い
て
は
 …
…
…
 T
EL
 0
78
-9
18
-5
01
5

家
屋
に
つ
い
て
は
 …
…
…
 T
EL
 0
78
-9
18
-5
07
7

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
 …
 T
EL
 0
78
-9
18
-5
23
8

明
石
市
  市
税
Q
&
A
/固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
Q
&
A

※
明
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
更
に
多
く
の
Q
&A
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

詳し
くは
こ
ちら

26
90
05
_a
ka
sh
i_
h3
05
_w
38
5_
o

24
.0
21
30
1
伊
藤
→

ha_ishii
タイプライタ
<参考資料＞



空
き
家
所
有
者
の
み
な
さ
ま
へ！
！
～
建
築
安
全
課（
☎
07
8-
91
8-
50
46
）か
ら
の
ご
案
内
～

台
風
等
に
よ
り
空
き
家
の
瓦
や
外
壁
等
が
飛
散
や
落
下
す
る
な
ど
、
周
囲
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
庭
の
立
木
や
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

建
物
の
補
修
や
除
草
な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

5　
家
屋
の
税
負
担
の
軽
減
措
置

8　
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答

（
1）
　
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

　
新
築
さ
れ
た
住
宅
が
下
枠
㋐
の
適
用
要
件
を
満
た
す
場
合
、
下
枠
㋑
の
適
用
期
間
に
お
い
て
固
定
資
産
税
の

2
分
の
1
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

7　
償
却
資
産
の
申
告

（
1）
　
申
告
い
た
だ
く
方

　
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
に
、
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
業
者
は
、
毎
年
1
月
31
日
ま
で
に
、
1
月
1
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有
状
況
に
つ
い
て
、
所
在
す
る
市
町
村

に
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
2）
　
償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
も
の

①
構
築
物
（
広
告
塔
・
舗
装
路
面
・
フ
ェ
ン
ス
な
ど
）

②
機
械
及
び
装
置
（
各
種
産
業
用
機
械
装
置
・
モ
ー
タ
ー
・
ポ
ン
プ
な
ど
）

③
船
舶

④
航
空
機

⑤
車
両
及
び
運
搬
具
（
貨
車
・
大
型
特
殊
自
動
車
な
ど
）

　
※
自
動
車
税
（
種
別
割
）
や
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
対
象
と
な
る
も
の
を
除
き
ま
す
。

⑥
工
具
・
器
具
及
び
備
品
（
パ
ソ
コ
ン
・
医
療
機
器
・
厨
房
機
器
・
冷
蔵
庫
・
陳
列
ケ
ー
ス
な
ど
）

（
3）
　
償
却
資
産
の
評
価

　
取
得
価
額
を
基
礎
と
し
、
取
得
年
月
・
耐
用
年
数
に
応
ず
る
減
価
率
に
基
づ
い
て
評
価
し
ま
す
（
取
得
価
額
の

5%
が
下
限
と
な
り
ま
す
。）
。

6　
区
分
所
有
家
屋
の
取
扱
い

①
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
区
分
所
有
家
屋
の
税
額
は
、
一
棟
の
家
屋
を
一
括
し
て
評
価
し
た
う
え
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
っ
て
按
分
し
て
求
め
ま
す
。

②
区
分
所
有
の
場
合
、
共
用
部
分
（
階
段
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
等
）
は
各
区
分
所
有
者
の
専
有
部
分
の
床
面
積

割
合
に
よ
っ
て
按
分
し
、登
記
面
積
に
加
算
さ
れ
る
た
め
、課
税
面
積
が
登
記
面
積
よ
り
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

③
固
定
資
産
税・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
に
は
「
1
階
建
」
と
記
載
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

実
際
の
お
住
ま
い
の
階
で
は
な
く
、
不
動
産
登
記
で
表
現
さ
れ
て
い
る
「
1
階
建
（
室
内
に
階
段
の
な
い

構
造
）」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
2）
　
改
修
工
事
に
伴
う
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
右
下
の
表
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
告
に
よ
り
翌
年
度
の
固
定
資

産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

㋐
適
用
要
件（
Aと
Bの
両
方
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

A：
専
用
住
宅
又
は
併
用
住
宅（
居
宅
部
分
の
割
合
が
2分
の
1以
上
の
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。）
で
あ
る
こ
と
。

B：
床
面
積
が
50
㎡（
一
戸
建
以
外
の
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、4
0㎡
）以
上
28
0㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

㋑
適
用
期
間

 
一
般
住
宅
…
…
…
…
…
新
築
後
3年
度
分（
3階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
は
5年
度
分
）

 
長
期
優
良
住
宅
…
…
…
新
築
後
5年
度
分（
3階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
は
7年
度
分
）

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、申
告
に
よ
り『
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
』に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
新
築
住
宅
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。 区
分

前
年
中
に
取
得
し
た
資
産

評
価

取
得
価
額
×（
1－
耐
用
年
数
に
応
ず
る
減
価
率
×
1/
2）

前
年
よ
り
前
に
取
得
し
た
資
産

前
年
度
の
評
価
額
×（
1－
耐
用
年
数
に
応
ず
る
減
価
率
）

※
床
面
積
が
12
0㎡
ま
で
の
場
合
は
、
そ
の
全
部
が
減
額
対
象
と
な
り
、
12
0㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
12
0㎡
に
相
当
す
る

部
分
が
減
額
対
象
と
な
り
ま
す
。
　

※
都
市
計
画
税
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
減
額
措
置
に
お
け
る
注
意
点

①
適
用
条
件
の
詳
細
は
明
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
都
市
計
画
税
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

③
土
地
に
つ
い
て
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
改
修
工
事
完
了
の
日
か
ら
3
か
月
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
い
ず
れ
の
減
額
制
度
も
、
適
用
を
受
け
ら
れ
る
の
は
1
戸
に
つ
き
1
回
の
み
で
す
。

⑥
他
の
減
額
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の

　
減
額
と
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
減
額
は
併
用
し
て
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
減
額
措
置
の
適
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書

の
課
税
明
細
書
で
確
認
で
き
ま
す
。

適
用
期
間
が
終
了
す
る
と
、固
定
資
産
税
が
前
年
度
より
上
が
り
ま
す（
本
来
の
税
額
に
戻
る
た
め
で
す。
）。

ご
注
意く
ださ
い！

ご 注 意 く だ さ い ！

減
額
対
象
と
な
る
改
修
工
事

耐
震
改
修
工
事

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

省
エ
ネ
改
修
工
事

マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事

?

申
告
も
れ
等
の
場
合
は
、
遡
及
し
て
課
税
さ
れ
ま
す

（
過
料
ま
た
は
罰
金
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
。

ご
注
意

く
だ
さ
い！

　
固
定
資
産
税
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
1月
1日
（
賦
課
期

日
）
現
在
の
登
記
簿
（
未
登
記
の
家
屋
の
場
合
は
家
屋
補
充
課
税
台
帳
）

に
所
有
者
と
し
て
登
記
（
登
録
）
さ
れ
て
い
る
人
を
納
税
義
務
者
と
し

て
、
そ
の
年
の
4月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
全
額
を
課
税
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
1月
2日
以
降
に
所
有
者
と
な
っ
た
人
は
そ
の
翌
年
度
分
の

固
定
資
産
税
か
ら
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
売
主
と
買
主
の
間
で
の
固
定
資
産
税
の
精
算
に
つ
い
て
は
、
当

事
者
間
で
決
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
納
税
義
務
者
が

年
度
途
中
で
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

10
売
却
し
た
後
の
固
定
資
産
税
は
、

誰
が
納
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
か？

　
私
道
は
原
則
と
し
て
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
①
～
④
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
該
当
部
分
を
翌
年
度
か
ら
非
課
税
と
し
て
い
ま
す
。

①
通
行
制
限
を
全
く
設
け
ず
、
不
特
定
多
数
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

②
私
道
の
両
端
が
直
接
又
は
他
の
私
道
（
非
課
税
の
条
件
を
満
た
す
も
の

に
限
る
）
を
介
し
て
公
道
（
国
道
・
県
道
・
市
道
）
に
通
じ
て
い
る
こ
と
。

③
私
道
が
行
き
止
ま
り
の
場
合
、
公
道
に
接
し
て
い
な
い
家
屋
が
4戸
以

上
あ
る
こ
と
。

④
私
道
の
幅
員
が
概
ね
4m
以
上
あ
る
こ
と
。

※
明
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
（
公
衆
用
道
路
認
定
申
請
書
）
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

9
私
道
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

非
課
税
の
扱
い
に
な
り
ま
せ
ん
か？

　
次
の
い
ず
れ
か
が
主
な
理
由
と
な
り
ま
す
。

①
3年
に
1度
の
評
価
替
え
を
行
う
基
準
年
度
で
は
、
年
数
の
経
過
に
よ
る

減
価
率
と
建
築
物
価
の
動
向
を
考
慮
し
て
、
評
価
額
を
再
計
算
し
ま
す
。

　
　
そ
の
際
、
減
価
率
の
下
落
幅
よ
り
も
建
築
物
価
の
上
昇
幅
が
大
き
い

と
き
は
、
再
計
算
の
結
果
が
評
価
替
え
前
の
価
格
を
上
回
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
場
合
は
、
実
際
の
税
負
担
を
考
慮
し
、
価
格
を
据
え
置
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

②
経
年
減
点
補
正
率
は
、
20
％
が
下
限
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
20
％
に
到
達

し
た
場
合
は
、
基
準
年
度
で
も
税
額
が
下
が
る
こ
と
が
な
い
た
め
で
す
。

8
家
屋
が
年
々
古
く
な
っ
て
い
る
の
に
、

税
額
が
下
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か？

　
固
定
資
産
税
は
年
度
単
位
で
課
税
す
る
仕
組
み
の
た
め
、
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、
新
築
や
増
築
を

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
は
増
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が
住
宅
の
場
合
、
土
地
に
つ
い
て
は
住
宅
用

地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
翌
年
度
か

ら
税
額
が
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

12
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
か？

逆
に
、新
築
や
増
築
を
し
た
場
合
は
増
額
さ
れ
ま
す
か？

　
固
定
資
産
税
は
、
地
方
税
法
及
び
明
石
市
市
税
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
年
の
4月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
の
全
体
の
税
額
を
5月
、
7月
、

12
月
、
翌
年
2月
の
4回
に
等
分
し
て
納
付
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
期
が
何
月
か
ら
何
月
ま
で
の
分
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

11
各
納
期
の
固
定
資
産
税
は

何
月
か
ら
何
月
ま
で
の
分
で
す
か？

　
新
築
・
滅
失
・
所
有
者
の
変
更
・
利
用
用
途
の
変
更
な
ど
の
異
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
届
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
明
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
（
家
屋
に
関
す
る
届
出
書
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

7
未
登
記
の
家
屋
の
所
有
権
移
転
や
取
り
壊
し
に
つ
い
て
、

市
へ
届
出
が
必
要
で
す
か？

　
神
戸
地
方
法
務
局
明
石
支
局
が
お
問
い
合
わ
せ
先
と
な
り
ま
す
。

6
登
記
簿
の
内
容
を
変
更
し
た
い
の
で
す
が
、

ど
こ
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
良
い
で
す
か？

　
共
有
の
固
定
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、
地
方
税
法
第
10
条
の
2の

規
定
に
よ
り
共
有
者
全
員
が
連
帯
し
て
納
付
す
る
連
帯
納
税
義
務
を
負

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
持
ち
分
に
応
じ
て
共
有
構
成
員
別
に
課
税
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

2
土
地・
家
屋
が
共
有
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
持
ち
分
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
ま
す
か？

　
現
在
、
代
表
と
な
っ
て
い
る
方
か
ら
、
変
更
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
明
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
（
共
有
代
表
者
の
指
定
変
更
届
出
書
・

相
続
人
代
表
者
指
定
変
更
届
出
書
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
共
有
の
固
定
資
産
の
代
表
者
や
故
人
の
固
定
資
産
の

相
続
人
代
表
者
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か？

　
固
定
資
産
税
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
は
、
3年
に
1度
評
価
替
え

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
評
価
替
え
を
行
う
年
度
（
以
下
、
「
基
準
年
度
」
と
い
い
ま
す
。
）

で
は
、
土
地
の
利
用
状
況
に
変
化
が
な
く
て
も
、
全
て
の
土
地
の
評
価

額
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
評
価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割
合
（
以
下
、

「
負
担
水
準
」
と
い
い
ま
す
。
）
が
高
い
土
地
は
、
税
額
を
引
き
下
げ

た
り
据
え
置
く
一
方
で
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地
は
、
税
額
を
引
き
上

げ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
見
直
し
に
よ
り
土
地
の
評
価
額
が
下
が
っ
た
揚
合

で
も
、
負
担
水
準
が
低
い
と
き
は
、
税
額
が
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
令
和
6年
度
は
基
準
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
土
地
の
評
価
額

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
前
回
の
基
準
年
度
で
あ
る
令
和
3年
度
と

比
べ
る
と
、
昨
今
の
明
石
市
内
の
地
価
の
上
昇
傾
向
を
反
映
し
、
評
価

額
や
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
土
地
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

4
土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、

評
価
額
や
税
額
が
上
が
っ
た
の
は
何
故
で
す
か？

　
地
方
税
法
第
36
4条
の
規
定
に
よ
り
、
同
一
の
納
税
義
務
者
が
同
一
市
内
に

所
有
す
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
土
地
・
家
屋
ご
と
に
合
計
し
て
課
税
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
物
件
ご
と
に
分
け
て
課
税
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
に
は
、
物

件
ご
と
の
評
価
額
や
固
定
資
産
税
相
当
額
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

1
複
数
の
土
地・
家
屋
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

物
件
ご
と
に
分
け
て
課
税
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か？

　
ご
住
所
が
明
石
市
外
の
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
相
続
人
代
表
者
（
相
続
登
記

を
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
法
定
相
続
人
の
中
か
ら
被
相
続
人
の
固
定
資
産
税
に

関
す
る
書
類
の
送
り
先
と
な
る
方
）
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

5
住
所
や
氏
名
を
変
更
し
た
場
合
又
は
納
税
義
務
者
が

死
亡
し
た
場
合
は
、固
定
資
産
税
の
届
出
が
必
要
で
す
か？

4 等 分 （ 端 数 は

1 期 分 に 合 算 ）

（
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期
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（
  2
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分

（
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分
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